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【大学間協定留学】 留学報告書 

記入日 2023年 10月 10日 

明治大学の所属学部・研究科 経営学部経営学科（学部/ 学科/ 研究科/ 専攻等） 

留学（渡航）した時の学年 4年生 

帰国年月日 2023年 9月 26日 

明治大学卒業予定年月 2024年 3月 

留学先大学について 

留学先国 アメリカ合衆国 

留学先大学 
カリフォルニア大学ロサンゼルス校（日本語名） 

 

University of Los Angeles, california（現地言語名） 

現地使用言語/ 授業使用言語 英語/英語 

留学期間 2023年 6月～2023年 9月 

留学先大学で在籍した学年 4年生 

留学先の所属学部等 

特定の学部･研究科等に所属している（以下に学部等名を記入） 

※学部等名（日本語）：      

（現地言語での名称）：      

 

特定の学部等に所属せず様々な学部等の授業を履修している 

その他：      

形態 国立 公立 私立 その他：      

学年暦 
記入例：1学期/4月上旬～7月下旬、        

2学期/9月中旬～2月上旬 

1学期：9月下旬～            2 学期：1月上旬～      
 

3学期：3月下旬～            4 学期：6月下旬～      

学生数 約 4万 5000人      

創立年 1919 
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留学費用 

留学費用項目 
現地通貨  

(ドル) 
日本円 備考 

授業料 6480 964486 円       

宿舎費 4888 727532 円       

食費 
なし 

 
なし円 宿舎費に含まれる 

図書費 なし なし円 なし 

学用品費 なし なし円 なし      

携帯・インターネット費 150 22326円 月 50 ドル×3 ヶ月 

現地交通費 なし なし円 
通学交通費ははし     （ 大学まで徒歩・

自転車） 

教養娯楽費 4031 600000 円 
滞在中の旅行費、移動費、外食費など生活

費全て含むすべて 

被服費 なし なし円       

医療費 なし なし円       

保険費 320 47628円 形態：      

渡航旅費 
1328 

 
197,710 円       

ビザ申請費 160 23814円       

雑費 なし なし円       

その他 なし なし円 すべて教養娯楽費に含む 

その他 なし なし円       

合計 17357 2,583,425 円       

 

渡航関連 

渡航経路 

往路 出発地：羽田 目的地：ロサンゼルス 経由地：      
 

復路 出発地：ロサンゼルス 目的地：羽田      経由地：      

渡航費用  

① 往復チケットを購入した場合 

航空会社： デルタ航空 

 

料金：197710 
 

② 片道ずつチケットを購入した場合 

往路 航空会社：        料金：      
 

復路 航空会社：        料金：              ∴合計：      

航空券購入方法 

旅行代理店（店名：     ）  

 

インターネット（サイト名：Expedia） 

 

その他（     ） 
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滞在形態関連 

1）種類（留学中の滞在先）（例：アパート、大学の宿舎など） 

学生寮（寮の名前：Olympic hall）     アパート    ホームステイ 

2）部屋の形態 

個室   相部屋（同居人数 三人） 

3）共有部分 

バス  トイレ  キッチン（ 自炊可 自炊不可）  

4）住居を探した方法： 

大学からの斡旋 

5）感想：（滞在先の感想とこれから留学する人のためのアドバイス） 

寮は綺麗で、シャワー、トイレは共用だが毎日のように清掃が入るため全く気にならない      

現地情報 

1)留学期間中、病気やケガをしましたか。した場合、どこで治療を受けましたか。（例：現地の病院、学内の診療所） 

なし 

あり （治療を受けた場所：     ） 

2）留学期間中、学内外で問題はありましたか。あった場合、誰に相談しましたか。 

（例：留学先大学の相談窓口、現地の友人等） 

なし 

あり （問題の内容や相談した人等：     ） 

3）現地の危険地域情報をどのように収集し、どのような防犯対策をしましたか。また、実際に盗難等を含む犯罪に巻き込まれたこ

とはありますか？その際どのように対処しましたか？ 

現地の友人を作り危険なエリアを聞く、ペッパースプレーを持ち歩く、友達と iPhoneの位置情報を共有する      

4）携帯電話や、インターネットについて、現地での利用・接続はいかがでしたか。 

（例：寮のインターネット接続が不安定で１週間に１度は全く繋がらない時がある。街にあるほとんどのカフェでは WIFI 接続が可能で

あったので、寮で使用できない時はカフェに行った。） 

寮全体にWi-Fiが通っている、念の為ギガ数の多い携帯プランに加入することを勧める     

5）現地での資金調達はどのように行いましたか？（例：現地に銀行口座を開設して日本の親から送金してもらった。銀行口座は現

地で外国人登録をしないと開設できない。また、クレジットカードも併用していた。） 

アメリカの銀行口座をすでに持っていたため、渡航時に現金を持っていってすぐに ATMにて入金した 

6）現地では調達できない日本から持っていくべき物があれば教えて下さい。 

特にない、LA では値段を気にしなければほとんどの日本のものが手に入った 

7）【授業料負担型の方】授業料の支払方法、支払時期等について教えてください。（例：渡航前に自分で指定したクレジットカード

で支払った、現地で開設した銀行のチェックで支払った。） 

現地でクレジットカードで支払った 
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学習・研究活動についてのレポート（履修した科目ごとに記入） 

1)留学先で取得した単位数合計 
本学で認定された単位数合計 

※該当項目にチェックのうえ、記入して下さい。 

13単位 
     単位 

単位認定の申請はしません(理由：すでに足りているため) 

2)履修登録の時期・方法及び履修制限  

  出発前  出発後 

  派遣先大学の事務室  オンライン  メール  その他（     ） 

  履修の制限があった：      

3)以下は留学先で履修した科目についてのレポートです。今後留学をする人たちへのアドバイスも含めてお書き下さい。記入スペ

ースが足りない場合は、A4用紙で別途作成し、添付してください。 

履修した授業科目名（留学先大学言語）： 履修した授業科目名（日本語）： 

HIstory of Asian Americans       

科目設置学部・研究科 Asian American Studies  

履修期間 Session A 

単位数 5 

本学での単位認定状況      単位認定（本学で認定された単位数を書いて下さい） 

授業形態 講義、ディスカッション（チュートリアル、講義形式等） 

授業時間数 １週間に 125分が 2回 

担当教授 Deguzman, J.C 

授業内容 アジアンアメリカンの歴史 

試験・課題など 毎週の小テスト、3回 paper 

感想を自由記入 

現地の高校生もうけていた。留学生にも寛容だが、アジアンアメリカンでないと書きにくいレポート

課題もある。 

 

 

履修した授業科目名（留学先大学言語）： 履修した授業科目名（日本語）： 

Money and banking        

科目設置学部・研究科 Economics 

履修期間 Session A 

単位数 4 

本学での単位認定状況      単位認定（本学で認定された単位数を書いて下さい） 

授業形態 講義（チュートリアル、講義形式等） 

授業時間数 １週間に 125分が 2回 

担当教授 EDWARD MCDEVITT  

授業内容 
Principles of money and banking in U.S.; legal and institutional framework; Federal Reserve 

system; money supply process; instruments, effects, and practice of monetary policy.  

試験・課題など 中間テストと期末テスト      

感想を自由記入 

テスト前はほとんどの時間を勉強に費やした。交換留学の経験があったためアメリカの大学の勉

強に多少耐性がありなんとか単位を取れたが、はじめての留学や英語力に自信がないひとには

絶対におすすめしない。 
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履修した授業科目名（留学先大学言語）： 履修した授業科目名（日本語）： 

 International Finance       

科目設置学部・研究科 Economics 

履修期間 Session C 

単位数 4 

本学での単位認定状況      単位認定（本学で認定された単位数を書いて下さい） 

授業形態 講義（チュートリアル、講義形式等） 

授業時間数 １週間に 125分が 2回 

担当教授 EDWARD MCDEVITT  

授業内容 

Interpretation of balance of payments and adjustment to national and international equilibria 

through changes in price levels, exchange rates, and national income. Other topics include 

determination of exchange rates under various monetary standards, capital movements, 

currency unions, currency crisis, and international monetary organization.  

試験・課題など 中間テストと期末テスト      

感想を自由記入 

Money and banking と同じ感想を抱いた。しかし世界のトップクラスの大学で勉強できる機会は

貴重なので、がむしゃらに勉強した時間もいい経験にはなる。 

 

 

卒業後の進路について 

1) 進路 ※３年生以下の方は今後の予定を記載してください（下記 2 以降は記入不要） 

就職   進学   未定   その他：      

2)進路決定の際に活用したウェブサイト、書籍、機関など 

ワンキャリア 

3)就職を選択した方は、差し支えなければ内定先を教えて下さい。また、その企業を選んだ理由も教えて下さい。（内定を得た企

業すべての名前、あるいは入社すると決定した企業の名前のみでも構いません） 

※就職活動をこれから始める場合は、差し支えなければ現時点で希望する業界、職種等を教えて下さい。  

YKKAP 株式会社 、国際事業部での内定、５年以内の海外出張を約束してくれたから 

4)就職活動中・終了に関わらず、就職活動について感想・アドバイスをお願いします。 

（例：留学中の就職活動へ向けた準備、帰国後に就職活動を始めるにあたり注意すること等。就職活動を不安に思い、留学を断

念する方もいます。ご自身の経験を踏まえてアドバイスをお願いします。） 

※就職活動をこれから始める場合は、留学経験を通して就職活動に対する意識や希望する就職先の変化等を教えてください。 

4 年生の内定先決定後にこのプログラムに参加した。3 年生以下の学年で留学するとかなりキャリアに影響を与えると思うので、迷

っているならぜひ留学して欲しい 

5)進学を選択した方は、差し支えなければ進学先を教えて下さい。 

      

6）進学を志す留学希望者に向けたアドバイス（準備、試験対策等）をお願いします。 

       

7) その他を選択した方は、その進路を選択した理由と、留学希望者に向けたアドバイスをお願いします。 
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留学に関するタイムチャート 

留学するまでの準備、試験勉強、留学中、留学後、特に留学に関連して発生した事項を記入してください。 

（例：語学試験の勉強、選考、出願、ビザ申請・取得、航空券購入、予防接種、滞在先の確保、留学中の中間試験、 

期末試験、その他イベント等） 

 

留学開始年の前年 

1月 ～  3月       

4月 ～  7月 語学試験（TOEIC） 

8月 ～  9月       

10月 ～ 12月       

留学開始年 

1月 ～  3月 ビザ申請 

4月 ～  7月 ビザ取得、滞在先の確保、、履修登録、航空券購入、出発 

8月 ～  9月       

10月 ～ 12月       

留学/帰国年 

1月 ～  3月       

4月 ～  7月       

8月 ～  9月       

10月 ～ 12月       

 

 

留学体験記 
 

※ この留学先を選んだ理由、留学生活全般について、また、これから留学を志す後輩学生へのアドバイスなど、 
自由に記入してください。 

 

 

アメリカ南部への留学経験があり、今度は西海岸の都会を経験してみたいと思い参加した。このプログラムでは、サ

マーなので他国からの留学生が圧倒的に多く現地学生が少なかった。日本人も多くアメリカ人とだけ関わるということ

は不可能に思う。しかし、アジアのトップクラスの大学から学生が集い国際交流の場としては他にない環境であると思

う。また、ロサンゼルスという土地柄、キャンパスのすぐ外は大都市でありいろいろなバックグラウンドを持った人に出会

える。出会った人の出自、夢、キャリアプランなど新しい人に出会うことが好きなひとにはもってこいの留学先だ。アジ

アの文化も広く広まっており、そこまで日本が恋しくなることなく快適に留学生活を送ることができた。 

 


